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基礎講座 専門講座

いが見守り
支援員◇この講習は、市民ふくし大学講座 専門講座です。市民ふくし

大学講座

定員20名
受講料無料

いがっこの家

日本では、およそ9人に1人が貧困家庭で育っているという状況があります。
食事、教育、生活必需品、社会的体験など、多くの子どもには当たり前に
あるべき環境が得られない子どもたちがいます。
このような社会状況の中で、
「全ての子どもが食事や学習の機会、生活必需品、愛情など
『育つために当たり前に必要な環境』が得られる社会の実現」に向けて、
「食事」「学習」「生活必需品」「愛情」「社会性」「生活習慣」「居場所」「体験」
などを得られる、子どもの居場所の担い手を養成します。　

● 日時・場所 
令和６年
７月８日（月）
13:30～15:30

7 月24 日（水）
13:30～15:30
7 月30 日（火）
13:30～15:30

８月26 日（月）
13:30～15:30

随時

● 内　容
【オリエンテーション】
〇伊賀市内の子どもを取り巻く現状
　～子どもの教育現場から～

〇子どもの現状と社会課題の解決に向けて
【ワークショップ】
〇自己紹介・参加動機・感想など
【講義】
「子どもの権利とアドボカシーについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【市内の活動事例紹介】（例）　　・久米ひだまりキッチン（地域食堂・学習支援）
　・つばめカフェ（地域食堂）　　・寺子屋 大仙寺
【ワークショップ】
〇（仮題）自分の持ち味やできることを考えよう　　
【講義】先進事例
「包摂的地域交流拠点「ICS 垢田家」の取組
から～現代のこどもを取り巻く現状と課題、
そのための取組み～」
【サポーター登録ガイダンス】
【子どもの居場所支援の体験・見学】
　　（地域食堂・学習支援ほか）

● 講　師 (敬称略） 
伊賀市社協 
伊賀市教育委員会事務局 
　学校教育課  指導主事  村田 憲彦氏 
　生徒指導課 　スクールソーシャルワーカー　福島 伸江氏

伊賀市社協 子どもの貧困プロジェクトチーム 

子どもアドボカシーセンターMIE 事務局長
志治 優美氏

コーディネーター
伊賀市社協 子どもの貧困プロジェクトチーム 

NPO法人皆繋 (みなつなぎ)　
　代表理事　林 陽一郎氏

伊賀市社協

●会場／伊賀市総合福祉会館 ２階会議室（平野山之下 380-5）　●定員／ 50 名　●参加費／無料
●対象者／伊賀市在住で、子どもの居場所でボランティア活動をしてみたいとお考えの方
●申込方法／令和６年６月２８日 ( 金 ) までに、申込フォーム・FAX・電話等で申込み
●この講座は市民ふくし大学の専門講座として開催し、修了者に修了証書を交付する。
 　　　　　　　　　申込・問い合わせ先 ▶ 伊賀市社会福祉協議会 企画調整課 ☎33-0064 ／ FAX21-8123

Ｑ. 居場所でどんなことをするの？
　家庭の複合的な課題にも寄り添い、子ども
一人ひとりの個性や状況に応じた学習支援や
生活支援を行います。居場所を通じて子ども
の自己肯定感を高め、健全な生活習慣と社会
性を身に付けたり、自分の力で生きる自信の
涵養と豊かな成長をサポートします。

Ｑ. 居場所の運営は？
　伊賀市社協が伊賀市とＢ＆Ｇ財団と連携
して運営します。当面は週３回程度、近
隣の小学生が生活習慣や学習習慣を身
につけられる居場所として開設します。
　将来的には、市内に子どもの居場所がたくさん広
がっていくよう、地域活動を支援します。

 　 「いがっこの家 上野忍 」
　　　　サポーター養成講座　
第１期

▼申込専用フォーム

かん　よう
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仕事に
いかせ

る‼
★毎月開催★
無料パソコン講座

【ワード】 17日（月）
【エクセル】 19日（水）/24日（月）
【パワーポイント】 26日 （水）
　　時間  10:00～15:15

就職相談・各種講座
利用無料・要予約

♥♥
♥♥

♥♥
♥♥

6月

要予
約 サポステ出張相談（ハローワーク伊賀）
6月18日  火13:00～16:00

☎ 0595-22-0039 　 iga-saposute@npo-en.or.jp
伊賀市上野丸之内500 ハイトピア伊賀３階
■開所日／月～金 9:00～17:00  (土・日・祝・年末年始は休み)

自分らしく働きたい‼
でも、その一歩が
踏み出せないー

キャリアコンサルタント、産業カウンセラー
などの資格を持った専門相談員が、
「働くこと」の悩みをお聴きしながら、
「働き出す力」を引き出していきます。
ご家族も相談に来てください。

働くことに悩んでいる、１５～４９歳
までの就労をサポートします。
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生活支援

食事や生活必需品が得られ
基本的な生活習慣を身に
つけた子どもを増やす

ための活動

体 験

基本的な社会性、
生きる力と豊かな成長を

促す活動

学習支援

学習習慣を身に付けたり
通学・進学のための
サポート活動

居場所

愛情が得られ、心の拠り所
となる安全・安心な
居場所づくり活動

※伊賀市社協の取り組み ( 例 )

●フードパントリー
●子ども食堂
●子ども食事支援

●遊び・自然体験支援活動
●子どもボランティア活動
●クリスマス&誕生日ケーキ
　プレゼント配布活動

●子ども食堂
●校内カフェ
●地域のサロン活動

●無料学習塾
●進学・通学手続支援
●自転車貸出
●送迎支援

R６年
９月

OPE
N！
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伊賀市の未来を支えるためにも、
みなさまからの支援が必要です。

「子どもの貧困対策」
プロジェクト設立募金募集

☎ 0595-33-0064
※伊賀市社協への寄付は、税制控除の対象となります。

伊 賀 市 社 協
ホームページ
から、クレジッ
トカードでの
寄付もできます
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高齢化率　　 ▶ 34.1％(＋0.1％)
後期高齢化率 ▶ 19.3％(＋0.1％)

我ら！ふくし
レンジャー

伊賀市の人口 　　 ▶
伊賀市の世帯数 　 ▶
65歳以上高齢者数 ▶
75歳以上高齢者数 ▶
介護保険認定者数  ▶

No.219　6 月号　4

な か も り 　 ひ ろ み

中森 弘美 さん (62 歳 )
( 上野在住 )

   いきいきサロン鳳凰　
　メンバー数／ 12 人
　開催場所／鳳凰寺公民館
　開催頻度／月１回

 

●この広報誌は、社協会費、共同募金配分金、有料広告等により発行しております。

編
集
後
記

〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)5866 ／ FAX0595(26)0002
〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)1112／ FAX0595(21)8123
〒519-1413　愛田 513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
☎0595(45)1012／ FAX0595(45)1050
〒519-1711　島ヶ原 4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
☎0595(59)3132／ FAX0595(59)3145
〒518-1313　馬場 1128番地の 1 阿山保健福祉センター
☎0595(43)1854／ FAX0595(43)1577
〒518-1422　平田 656番地の 1 大山田福祉センター
☎0595(47)0780／ FAX0595(46)1165
〒518-0226　阿保 1988の 1番地 青山福祉センター
☎0595(52)2999／ FAX0595(52)3555

編集・発行　

上　野

いがまち

島ヶ原

阿　山

大山田

青　山

地
域
セ
ン
タ
ー

本　部

No.205

85,340人 (−353人)
40,448世帯（−49世帯）
29,095人 (−44人)
16,498人 (＋64人)  
6,149人 (＋37人)

数字で見る伊賀市の福祉	 令和6年3月末現在 (前月比)
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No.214

　いきいきサロン鳳凰は、令和５年５月に立ち上がったサロンです。
サロンでは、様々なメニューの介護予防出張講座やアトラクション
ボランティア派遣を活用するなどして、色んな分野が体験できるよ
うに企画しています。12 月には世代間交流も実施し、子どもや子
育て世代とマジックショーや交流を楽しみました。４月は、サロン
連絡会で教えてもらった脳トレのプリントや、ミサンガ ( 手芸組紐 )
づくりにも挑戦。頭を使った後にはお茶の時間を楽しみ、参加者か
ら教えてもらった体操で、体をほぐしました。
　「参加者のみなさんが、『月１回、行くところができてよかったわ』

『楽しみにしている』と言ってくれるのを聞くと、とてもうれしい」
と代表の福森さん。今年度は、参加者からの希望のグラウンドゴル
フも取り入れる他、世代間交流にはお餅つきも予定しています。

我ら！ふくし
レンジャー

●活動を始めたきっかけ
　新聞配達をしている時に、新聞が溜まっているなど見守りの視点で
の気づきがたくさんありました。ファミリー・サポートの活動もしてい
ましたが、支援に繋がらない子どもへサポートの必要性も感じていま
した。そこで、地域ぐるみで子どもたちを見守れる環境をつくりたい
と思い、2019 年に社協が開催した「地域食堂やってみた～い講座」
に参加しました。
●活動内容
　府中地区の小学生を対象に、年 3 ～ 4 回「ふちゅう地域食堂」を
運営しています。開催場所として空き店舗なども探しましたが、地区
の真ん中に位置しており、みんなが参加しやすい府中地区市民セン
ターで開催しています。
●今後の抱負
　昨年地域食堂を開催していた時、高齢者が訪ねて来られ、「私らも
参加できないの？」との声がありました。今後は子どもたちだけでなく、
世代間交流の場としての地域食堂を続けていけたらと思っています。


